
復

　　

命

　　

書

令和７年１１月

　

６日

議長 局長 次，長 １系長

さ
肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 前原

　

和幸

研修会名等 鹿児島県町村議会議長会主催

　

町村議会広報研修会

期

　　

間 令和７年１１月

　

６日（木）

内

　　

容

演題：多様な；白二元信Ｌ山△の 「見える化」 ＆市民との 「信頼築く」

　　

議会広報の基本と編集
講師：一社

　

埼玉県コミュニケーションセンター理事長

　　

議会広報サポーター

　

芳野

　

政明

　

氏
議会広報は誰のため、 何のため
①自治体が掲げる目標達成へ、議会の活動や議決の経過を住民にわか
りやすく伝え、 政策課題への理解や議会の役割への関心を高める
②議会が扱う情報の受・ヌ富声をとおして、 住民自治への参画・協働を
促進、良好な関係を築く
③議会だより （印刷物） の配布、 ウェブサイト・ＳＮＳなど多様な媒体
や手法を活用、「開かれた議会」 を実現する役割・機能を担う

所

　　

感

議会広報の目的と役割
議会広報の目的は、 自治体・議会の 「見える化」 を進めることによ
り、 住民の意識の変化と行動を促し、「開かれた議会」 から住民参画
と協働を促進し、 議会の信頼と存在感を高めることにあります。 ま
た、 住民との双方向性が重要です。 一方的な情報提供ではなく、 対話
を通じて意見や要望を収集し、 議会活動に反映させることで、 住民
ニーズに沿った政策や制度につなげることが求められます。 議会広報
は、 議会活動の成果や課題を伝え、 活動の活性化を図り、 多くの住民
に認知されることで、 議会の存在感の向上に寄与します。
議会の責務と広報・広聴活動
議決機関である議会は、行政の活動を監視し、政策提言を行うととも
に、 住民の意見を反映させなければなりません。 議案を審議した際
は、 その議決内容と経過を住民に報告し、 開かれた議会運営に努め、
説明責任を果たす必要があります。民意を反映させるため、意見交換
会などの各種広聴活動を行い、住民との対話を推し進めることが重要
です。
広報 （ＰｕｂｌｉｃＲｅｌａｔｉｏｎｓ） の定義と編集姿勢
「広報」 はＰｕｂｌｉｃＲｅｌａｔｉｏｎｓの和訳であり、「団体と関係者との良好
な関係づくり」 を意味します。 これは、 議会と住民との間に信頼関係
を築くという意義を持ちます。 議会広報紙の作成においては、 明確な
目標と編集方針に基づいた広報活動を展開し、住民自治の推進に貢献
すべきです。

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和

　

７

　

年

　

１１

　

月

　

６

　

日

議長 局長 次長 係長

　

・

，
き

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 松元

　

健作

研修会名等 町村議会広報研修会

期

　　

間 令和

　

７

　

年

　

１１

　

月

　

６

　

日 （

　

木

　

）

内

　　

容

演題：多様な情報発信で議会の「見える化」＆市民との

　　　　　　　　　　　　　　

「信頼築く」 議会広報の基本と編集

講師：議会広報サポーター

　　

芳野

　

政明

　

氏

所

　　

感

今回の研修を通して、 議会広報は 「議会活動のお知らせ」 に留まらず、 住民
との信頼関係を築く要であることを再認識しました。 投票率低下や議員のな
り手不足の背景には、議会の議論や政策決定の過程が十分に伝わっていない
現状があり、 住民が自分ごととして関心を持てる情報発信が求められてい
る。 特に、 ①政策の背景や論点をわかりやすく伝える工夫②住民の声を反映
した双方向の広報③読みたくなる紙面づくり、これらは今後の広報誌作成に
あたり不可欠だと思う。
議会は住民の理解と支持があってこそ機能する。 情報公開と説明責任の徹底
を通じ、 信頼される身近な議会づくり、 議会広報誌を一つの手段と考え議会
の見える化に努めいこうと思う。

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和７年１１月 ９日

議長 局長 次長 係長

肝付町議会議長

　　

様

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 吉原

　

光

研修会名等 町村議会広報研修会

期

　　

間 令和７年１１月６日（木）

内

　　

容

・演題

　　

多様な：」ふ光居ぐ議会の 「見える化」 ＆市民との 「信頼築く」

　　

議会広報の基本と編集

・講師

　　

全国町村議議長会広報コンクール審査委員

　　

一般社団法人

　

埼玉県コミュニケーションセンター理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

芳 野

　

政 明

所

　　

感

昨今の選挙や政治のあり方について、 投票率の低さからも議会の見える化
は必要であり、 住民との信頼を築くことも議員にとって欠くことができない
責任であることは言うまでもない。

　

そこでその役割を担うのが、 議会広報である。 まず、 行政や議会の見える
化を進め、 意識の変化、 行動を促すこと。 そして、 開かれた議会とし、 住民
参画・協働を促進し、 議会の信頼・存在感を高めること、 それが議会広報の
目的である。

　

ここで大事なことは、 決して一方通行ではなく、 住民との対話を行うとい
うこと。 そして、 如何に双方向性でコミュニケーションを取る工夫や労力を
委員会や議員が取る努力を行うかということ。

添付資料 なし



復

　　

命

　　

書

令和７年 り月

　

６

　

日

議長 局長 次長 係長

　　　

・

　　

′

　　　　　　　

、

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 嵩 永

　

ギ

　

／

研修会名等
ゼ「君教公

　

九鍬べ雛ガみ
期

　　

間 ７坪″ ふ け

内

　　

容

熱心鯵林．＆孝次 幣脅焚く．溺・小

　

糸類卵舟 鐘弊－－．翻御

　

矛舛領６刈

ィま流ぎお霜 だれ ん競る〆傾山；－ズ 療
養迂神鯵辱

　

ｏ作納受場考察．米隊寿そぎぞ後事こ 武ダギ

　

ｏゼも－沢御縄が萩 静夫 歌歯ｗ弊奪

　

ｏ酵勾だ年テ２多で蕊を” －、読め みごとよく牢鮎 明孝一

　

。綿非議針・国島坪針細 引ま夜メドし

所

　　

感

⑦ 毎号すり．小〆順“ ｆ締めかご必たり俺ほ家導′

　

静物 べ弱電でめづた 掻熱の命矛メクデ什んでる

　

謬勤 時微ぞ 数公毎聡 イ－海坪＾微禄券メゲマメ

　

もヱ＊ の友赤じか皮毒

　

物 がｆク各も のズテ

　

ｒ安 岐２ ÷メキムぬ句ーじかゞ ％ “

⑮ 免彫にから【Ｑを鉾久諦機対すを家豹 参巻比勃
ｆをでる禦に驚瓦て的ゼギ≠非ず終乙噂←

　

武ｌｔ、次

添付資料



復

　　

命

　　

書

令和７年／／自

　

ら日

議長 局長 次長 係長

　

／

さ

　

て；ミ・
ｒ

　　

ｒ

　

，‐．

１
ｒ

　

「

肝付町議会議長

　　

様

　　

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 イ塁も 獄 考
研修会名等 ぬ肺臓妖惑・な粒商ｒ冴写盆＼
期

　　

間 ／／尽６ 粉 ／ゞ ゞジ～

　

／６ぐゞＯ

内

　　

容

灘嬢鞄雛閥畿謝繁るィもみ締との
発表かね歳サポーター

　

薯警 紋。屈《

。全国町網ぬ公広締エフ一し審後巻換ら奪癒ノ熟も．
４ β〆脚′ 壱Ｊ多悪風琶豪雪ぎｇホー
４日野京熱さ尊公余興

所

　　

感

噸筑公馨窯夢禦ぎ．扉董体瀞を翼誓鱈豊
か“蕪霧霧務声湖麹顎姿翁澱遊猟凝
高め象とで励み
身血で遠い・セ瀦企ガ＼ら修特にと，，て移姦穂の

みぎ瀞達」へ

務寂な嶋本付痔れこ デ才 彩れｒ杉格差‐縛り．

海亀審議一瞥雅義麺馨踏舞；尋常なり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

添付資料
決り際．食とれ術き，殺零 に行

く。



復

　　

命

　　

書

　　　　

令和７年 ／

　

月

　

６ 日

　

議長

　　

局長

　　

次長

　　

係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　　　　

：、

　　　

」－￥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′ノ

　

ｒ
」．

肝付町議会議長

　　

様

　　　　　　　　　　　　　　　

１′

以下のとおり報告いたします。

氏

　　

名 ＃

　

′夫
研修会名等 町焔数 え叡孫存訟
期

　　

間 分座７身／国 ｇ

内

　　

容

　

‘

　　　　　　　

▼

　　

・

命燥 確報麦仮≧その像ョ化」
ｇ報との”鋼馨り議会対《謎ね
縞葬り，吃嫌沫霧サ，セター
茅野欽明鱒新湊 ／『雑 一ｇの

所

　　

感

九季髪ーェ誇り錫，同法リ メ考珍 ん ，弦急の
“羅紗辛め，敦髪霧麺への破庵 徽 させ、藷偉 ”際
郊 符罰ｒじず影ｊｉｔｒ．ヱ便 宜反愛郷 海黍存在弛ん
惚げ婦 葛委のに刺傷が膚疎ま茅態方房ｋ
ゑ拳残雪、麦秋２〆参倭，，を

雀角”キ
ズ矛※ 細綾孝も謬る支え一億、愛おＬ
イ荻－冴“ヲ議定３、今葎、断鼻

浅ｉノ噂夫罰信を

ノ グ舵行く噌を老後ミれろち
添付資料


